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研究成果の概要（和文）：舌の所見は、身体の状況を把握するために医療の現場で重視されてきた。しかし、舌
の所見を客観的に評価する方法は確立されていない。
　本研究は、舌粘膜の萎縮度に着目して、これを客観的に評価する方法について検討した。そこで舌乳頭の萎縮
度や色調を客観的に評価できる可能性が認められたが、解析ソフトの改良あるいは解析方法の解析が必要であっ
た。

研究成果の概要（英文）：Diagnosis and observations of tongue is important for grasp patient’s 
physical conditions. But there are no method to evaluation of tongue. So we examined the methods for
 diagnosis and clinical observations of tongue.
 As a result, the method of observation for atrophy and color tone on papillae of the tongue was 
established, however, improvement of analyzing software or analyze of the method of analyzing for 
papillae of the tongue were cited as tasks to be solved.

研究分野： 高齢者歯科学
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１．研究開始当初の背景 
 
舌の所見は、わが国では、古来、舌診とよ

ばれて、医療の現場で重視されてきた。現在
でも、漢方医学の臨床では、望診とよばれる
視診の中でも重要な位置を占めている。 
漢方薬については、医学教育カリキュラム

においては、約 15 年前から、医学教育コア
カリキュラムに明記されたことから、徐々に
西洋医学の現場でも応用する医師が増加し
てきており、約 9 割以上の医師が処方してい
るという報告もある。 
漢方薬は、西洋医学的薬剤と異なり、自然

治癒力を向上させることが特徴で、そのため
に、舌診などによる舌所見や身体の状況を把
握することが重要とされている。 
研究面では、舌の所見と西洋医学的な臨床

検査結果等との関連については、多くの研究
報告が明らかにしてきた。 
しかしながら、舌の所見を客観的に評価す

る試みがなされているが、未だ、広く普及し
ているとはいいがたい。そのため、観察技術
と診断技術の習得が困難になっている。 
近年、在宅医療の推進により、口腔ケアの

重要性が高まってきており、要介護高齢者の
口腔内を観察する機会が増えてきている。唾
液の客観的評価法や細菌学的な客観的評価
法については、臨床応用についても検討され
てきているが、口腔粘膜、とくに、舌所見の
客観的評価法については、臨床応用に至って
いない。 
 
２．研究の目的 
舌の所見をより客観的に評価するために、

とくに、舌乳頭に着目して、その色調や形態
を、客観的に評価する手法について検討し、
舌乳頭の客観的評価を可能として、これまで
に明らかになっている研究結果を組み合わ
せることで、広く、予防医学や臨床医学に応
用することが必要である。 
そこで、本研究では、口腔粘膜の一部分と

して全身状態とも程度と関連しているとさ
れている舌粘膜の萎縮度に着目して、これを
客観的に評価する方法について検討した。 

 
３、研究の方法 
まず、舌粘膜の客観的評価法の一つとして、

舌粘膜の舌乳頭の所見と関連する表面粗さ
に着目して、健康成人 10 名を対象に、舌前
方部の舌乳頭の無圧的印象をシリコンラバ
ー印象剤にて採得した。舌粘膜印象面は表面
粗さ計（Surf-Corder SE300, Kosaka Lab 社
製）を用いて計測した。また、臨床的な評価
基準を作成して、日常臨床で舌診を行ってい
る歯科医師 2 名で評価した。2 名の評価が一
致しない場合は、萎縮度の高い方の評価値を
を採用した。 
次に、色調については、色度が計測でき

る色センサーを用いて、舌粘膜面を直接測
定し、被験者の舌先端部、舌中中央やや前

方部と舌中央部後方部の 3 か所の RGB 値
を検出した。 
 

 舌写真については、リングフラッシュの
ついたデジタルカメラを用いて、色センサ
ーによる評価部位を含むように撮影し、デ
ジタルデータとして記録保存してた。同時
に全身状態について問診票にて記録した。
全身状態の問診票では、舌の色調と関連す
ると思われる夜間の口呼吸や喉の症状、胃
腸症状等についても含めた。 
保存したデジタルデータは、RGB チェッ

カーを用いて評価し R.G.B 値それぞれの
数値を単独に処理するのではなく、赤、緑、
青それぞれの色が、ほかの 2 色に比べてど
のような関係にあるかを知るために、赤色
度：｛R/(G+B)}緑色度：｛G/(R+B)} 青色度
｛B/(R+G)}を算出した。 
赤色度 緑色度 青色度それぞれの平均

値から、個人の値のずれを比較した(表 2）。 
平均値から外れた被験者にどのような傾向
があるか調べた。 
データはパソコンに入力し、集計作業を行
い、エクセル 2007 を用いてχ²検定を行っ
た。 
 
４．研究成果 
舌粘膜の舌乳頭の臨床所見と関連する表

面粗さについては、舌乳頭のシリコンラバー
印象面の表面粗さと臨床的な萎縮度につい
て、統計学的に有意な相関性があることが認
められた。このことから、臨床的な舌乳頭の
萎縮度については、舌の表面粗さを測定する
ことにより、評価可能であることが示唆され
た。 
色センサーを用いた色調測定については、

10名の舌粘膜面のRGB値の平均値から離れる
ほど、有意に全身状態の問診票で体調不良に
位置する結果と関連する傾向が認められた。
東洋医学的な舌診においては、舌の色調は血
液の循環や、全身的な体調を示唆すると言わ
れているため、本結果は色センサーを用いた
色調測定によって、東洋医学における「舌診」
における、舌の色調に関する部分を客観的に
測定できる可能性が示唆された。 
さらに、舌診においては、舌先端部に発赤

の見られる場合には喉や呼吸器に問題が有
ると言われているが、今回の色センターを用
いた結果においても、舌先端部の赤色度が平
均値よりも高い場合は、口呼吸や喉の症状と
有意に関連していた。また、舌診においては
胃腸症状のある場合には舌中央部に厚い舌
苔が存在すると言われている。今回の結果で
は、舌中央部の赤色度については、逆に平均
値よりも低い場合に、胃腸症状と有意に関連
していた。舌の中央部に厚い舌苔が存在する
場合には、舌の赤色度は低くなる。そのため、
今回舌中央部の赤色度については、逆に平均



値よりも低い場合に、胃腸症状と関連してい
たのは、舌苔の存在が関連していたと推察さ
れる。 
 この様に、画像データの解析ソフトによる
検討では、萎縮度の高い場合と萎縮のない正
常範囲と思われる症例の場合とは、データが
異なることが認められた。更には、東洋医学
における舌診において評価される、舌の色調
についても画像データを用いて評価が可能
であると考えられる。 
以上の結果から、舌乳頭の萎縮度や色調を

客観的に評価できる可能性が認められた。本
邦においては東洋医学的な診察の教育は近
年初められたばかりである。そのため、舌診
についても行うことの出来ない医療者が多
数存在する。このような中で、客観的に舌の
萎縮度や色調を評価できるツールの作成は
重要だと考えられる。 
デジタルデータによる萎縮度の解析につ

いては、今回は統計学的な解析を行うには、
症例数が少なく、今後、症例数を増やして、
解析していくことが必要と思われた。 
 今後は、より客観的な評価方法を確立する
ために、解析ソフトの改良あるいは解析方法
の解析が必要と思われた。 
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